
 長子配布   
【学校教育目標】「一人一人の笑顔が輝く箞木小～自ら気づき、考えて、動く子どもの育成～」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唐津市立箞木小学校 令和５年度 学校便り 第９号 

   

 
令和５年７月６日 文責 校長 福田 啓子 

 

きらめく 箞木  

自ら輝きつつ 

仲間を照らし 

未来を創る 

「太陽の子」 

７月になりました。 
 雨の日が続きます。今年の梅雨は前線の活動が活発です。子供たちの登下校時に大雨が降らないよ

うにと願わずにはいられません。雨が続く中、地域の見守りの方々は毎朝子供たちの安全な登校を見

守ってくださっています。頭が下がります。 

 雨が止んでも、これまで降った雨の影響で地盤が崩れやすくなっていたり、川の水量・水勢が増した

りしています。特にこの時期は、水の怖さを忘れず安全に気を付けて過ごすよう、御家庭でもお声かけ

をお願いします。 

 

 

 

 

６年生社会科見学（厳木小学校と一緒に） 

６月後半の学校の様子です。 

図書館まつり 折り鶴折り わくわく集会（特技披露） 

 来年度の統合を見据え、箞木小と厳木小ではバス旅行等を合同で

行うこととしています（交流事業）。交流事業の先陣を切って、両校

の６年生が６月３０日に唐津市内の社会科見学に行きました。大雨

が降る中でしたが、古墳や史跡、博物館を見学しながら互いに親交

を深めました。担任によると、「どっちがどっちの小学校か分からな

いくらい交じり合って活動していました。」とのことでした。子供た

ちからも「気が合いそうだった。」「傘を持っていなかったら(厳木

小の友達が)傘を差してくれた。」「好きな物や特技など、いろいろ

なことを教え合った。」「修学旅行が楽しみ。」という声が上がりま

した。 

 今後は行事だけでなく、学習したことを紹介し合ったり意見や感

想を述べ合ったりする活動もどんどん行っていきたいと思います。 

 

 

 

 


